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2 直轄海岸の管理事例について

東播海岸における管理状況と比較するため、他の直轄
海岸(９海岸)における巡視内容などについてアンケー

トを実施した。
アンケート項目は、

①海岸保全施設の概要
→直轄管理延長、施設の整備状況など

②巡視点検内容
→巡視頻度、方法、巡視項目など
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2 直轄海岸の管理事例について
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他の直轄海岸の概要

各海岸の施設概要は下表のとおりである。
東播海岸は他の海岸と比べ護岸、突堤、養浜が多い方である。

2 直轄海岸の管理事例について

※1 ＣＣＺ(コースタル・コミュニティー・ゾーン)
地域の自然やその特性に応じた海浜空間の整備を進め、地域の人々が気軽に海と親しめる広場、集い憩う海浜空間の整備。

※2 ヘッドランド(人工岬)
平坦な海岸線の比較的長い侵食海岸において、砂浜の安定化をはかるため設置する人工の岬。

※3 ＣＣＴＶ(Closed-circuit Television)

遠隔監視用カメラ －３－



2 直轄海岸の管理事例について
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全国の直轄海岸の管理延長は、約7,000m～23,000m(平均約14,400m)である。
東播海岸の管理延長(18,846m)はＥ海岸に次いで長い(全国第二位)。
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直轄海岸の巡視点検内容 「護岸」

1回/年は事務所職員(3名)による

点検を実施
沈下、移動、陥没、洗掘、剥離、落書き、付属施設
の状況

委託(2名)
パトロール車及
び徒歩による目
視

無し2回 / 週Ｈ海岸

コンクリートの損傷、目地開き、沈下、移動、落書
き、付属施設の状況

委託(1名)徒歩による目視無し2回 / 週Ｉ海岸

亀裂・護岸の開き、剥離・損傷、材料の劣化、沈
下・移動・陥没・洗掘、付属施設の状況、占用状況、
土砂等の不法採取、違反行為の有無

委託(1名)徒歩による目視無し１回 / 週Ｇ海岸

職員(1名)による巡視を１回/週
実施している。

コンクリートの損傷、クラック、目地開き委託(2名)徒歩による目視無し2回 / 週Ｆ海岸

コンクリートの損傷、目地開き、沈下、移動、陥没、
洗掘、落書き、付属施設の状況

職員(1名)徒歩による目視無し2回 / 月Ｅ海岸

空洞観測孔の計測
コンクリートの損傷、目地開き、沈下、移動、陥没、
洗掘、落書き、付属施設の状況

委託(1名)
運転者1名徒歩による目視無し1回 / 週Ｄ海岸

コンクリートの損傷、目地開き、沈下、移動、落書
き、付属施設の状況

委託(1名)徒歩による目視無し1回 / 週Ｃ海岸

CCZ護岸部の巡視も含む

占用状況の確認

コンクリートの損傷、目地開き、沈下、移動、落書
き、付属施設の状況

委託(2名)徒歩による目視無し1回 / 週Ｂ海岸

空洞化箇所等について月1回の

簡易計測
コンクリートの損傷、目地開き、沈下、移動、落書
き、付属施設の状況

委託(1名)
運転者1名徒歩による目視無し1回 / 週Ａ海岸

CCZ護岸部の巡視も含む
コンクリートの損傷、目地開き、沈下、移動、落書
き、付属施設の状況

委託(2名)徒歩による目視
管理区間を

19分割

1回以上 / 
月

東 播

その他項目巡視者方法区間分け頻度海岸名

2 直轄海岸の管理事例について
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2 直轄海岸の管理事例について

巡視頻度
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6
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１名 ２名

１名

２名

巡視状況(護岸)

・護岸部の巡視頻度は１回１回 / / 週週で巡視を行っ

ているのが最も多い。

・巡視員は、半数以上が１名１名で行っている。

・巡視方法は、「徒歩による目視」「徒歩による目視」が大半であ
る。

・巡視項目は、コンクリートの損傷、目地開き、
洗掘、沈下、移動、落書き、付属施設(看板・
防護柵等)の状況把握を行っている。
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直轄海岸の巡視点検内容 「離岸堤」

２回/年測量業務により沈下を確認
沈下職員(3名)陸上からの

目視
無し１回 / 年Ｈ海岸

四半期に1回程度、職員(1名)による船上巡視を行って

いる
沈下、移動、陥没、洗掘

委託(1名)陸上からの
目視

無し2回 / 週Ｉ海岸

沈下、移動、陥没、洗掘
委託(1名)陸上からの

目視
無し１回 / 週Ｇ海岸

職員(1名)による巡視を１回/週実施している。沈下、移動
委託(2名)陸上からの

目視
無し2回 / 週Ｆ海岸

台風期前に船上から目視沈下、移動、陥没、洗掘
職員(1名)陸上からの

目視
無し2回 / 月Ｅ海岸

沈下、移動、陥没、洗掘、
浮標灯の状況(人工ﾘｰﾌ)

委託(1名)
運転者1名

陸上からの
目視

無し1回 / 週Ｄ海岸

沈下、移動、陥没、洗掘
委託(1名)陸上からの

目視
無し2回 / 月Ｃ海岸

CCTVによる常時監視

※河川・海岸部の監視(カメラ操作は行わない)ーーーーーＢ海岸

「離岸堤」無し
Ａ海岸

沈下、移動、陥没、洗掘
委託(2名)船上からの

目視
無し1回 / 週東 播

その他項目巡視者方法区間分け頻度海岸名

2 直轄海岸の管理事例について
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2 直轄海岸の管理事例について

巡視頻度

2
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巡視状況(離岸堤)

・離岸堤の巡視頻度は１回１回 / / 週週で実施してい

るのが最も多い。

・巡視は、半数以上が１名１名で行っている。

・巡視方法は、陸上部からの「徒歩による目陸上部からの「徒歩による目
視」がほとんど視」がほとんどである。

・船上巡視を定期的に実施しているのは、東船上巡視を定期的に実施しているのは、東
播海岸播海岸のみである。

・CCTVにより離岸堤の状況を監視している

海岸もある

・巡視項目は、構造物の沈下、移動、陥没、
洗掘の状況把握を行っている。
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直轄海岸の巡視点検内容 「人工養浜」

1回/年は事務所職員(3名)による点検

を実施

構造物周辺の陥没(緩み)、変形、侵食、ゴミの投棄、

不法占用委託(2名)
パトロール車及
び徒歩による巡
視

無し2回 / 週Ｈ海岸

「人工養浜」なし
Ｉ海岸

「人工養浜」なし
Ｇ海岸

職員(1名)による巡視を１回/週実施

している。
陥没、侵食、ゴミの投棄、不法占用等

委託(2名)徒歩による目視無し2回 / 週Ｆ海岸

陥没(緩み)、変形、侵食、ゴミの投棄、不法占用
職員(1名)徒歩による目視無し2回 / 月Ｅ海岸

「人工養浜」なし
Ｄ海岸

「人工養浜」なし
Ｃ海岸

「人工養浜」なし
Ｂ海岸

構造物周辺、陥没、変形、堆砂・侵食、ゴミの投
棄、不法投棄委託(1名)徒歩による目視無し1回 / 週Ａ海岸

CCZの人工養浜は占用者が別途巡視

※土・日は全区間目視巡視

構造物周辺の陥没(緩み)、変形、侵食、ゴミの投棄、

不法占用委託(2名)徒歩による目視

鉄筋突き

二区間

を隔日
1回 / 2日東 播

その他項目巡視者方法区間分け頻度海岸名

2 直轄海岸の管理事例について
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2 直轄海岸の管理事例について

巡視頻度

1 11

2

0
1
2
3
4
5
6

１回/２日 2回/週 １回/週 ２回/月

１回/２日

2回/週

１回/週

２回/月

巡視人数

2
3

0
1
2
3
4
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6

1名 2名

1名

2名

巡視状況(人工養浜)

・人工養浜の巡視頻度は２回２回 / / 週週で実施して

いるのが最も多い。

・巡視は、半数以上が２名２名で行っている。

・巡視方法は、、「徒歩による目視」「徒歩による目視」がほとんど
である。

・巡視項目は、構造物周辺の陥没(緩み)、変

形、侵食、ゴミの投棄、不法占用等の状況把
握を行っている。
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• 東播海岸の巡視頻度は施設により１回/２日～１回/月と
しているが、他の直轄海岸は施設に関係なく１回１回 / / 週で週で
巡視巡視しているのが多い。

• 東播海岸の巡視方法は徒歩巡視・鉄筋突き及び船上巡
視としているが、他の直轄海岸では徒歩徒歩巡視巡視がほとんど
である。

• 東播海岸の巡視員は２名としているが、他の直轄海岸で
は１名１名により実施しているのが多い。

2 直轄海岸の管理事例について

アンケート結果の概要は以下のとおりである。

－１１－



①養浜鉄筋貫入
• 平成２０年４月２３日 巡視より鉄筋貫入（110㎝）報告あり

砂浜の陥没（70㎝）もあることから、立入禁止措置を実施

• 平成２０年４月２５日 排水管の欠落を確認し、応急措置を実施
• 平成２１年７月 １日 対策工を完了

3 継続監視箇所の事例について

鉄筋貫入110㎝

明石市松江付近

立入禁止措置 欠損箇所確認

排水管継目補強 砕石・吸出防止材敷設 完了

－１２－



②構造物損傷（１）ケーソン【継続監視】

• ケーソンに発生している隙間等について、継続監視している

明石市大蔵谷付近

①ケーソンの開き測定（海側）

平成22年3月撮影

神戸市舞子付近
④ケーソンの段差測定

平成22年3月撮影

ケーソンの欠損

②ケーソンの開き測定（陸側）

3 継続監視箇所の事例について

③ケーソンの開き測定
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②構造物損傷（１-2）ケーソン【継続監視】

• ケーソンに発生している隙間等について
大蔵海岸については、平成１７年度から継続監視している

3 継続監視箇所の事例について

測定箇所
①②③

測定箇所
④

測定位置図

測定結果グラフ

－１４－



②構造物損傷（２）離岸堤【継続監視】

• 離岸堤の損傷や乱れについて、継続監視している

明石市藤江付近

消波ブロックの損傷

平成22年3月撮影

明石市江井ヶ島付近

消波ブロックの乱れ

平成22年1月撮影

消波ブロックの乱れ

神戸市垂水区西舞子付近

平成22年1月撮影

3 継続監視箇所の事例について
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②構造物損傷（３）集水桝・側溝・管路【継続監視】

明石市谷八木付近

管理用道路について、継続監視している （自転車道として兵庫県が占用・管理）

→管理者へ通知→補修済み

明石市藤江付近

側溝壁の損傷

平成22年3月撮影
自転車道として

兵庫県が占用・管理

側溝蓋の損傷

明石市松江付近

平成21年12月撮影

自転車道として
兵庫県が占用・管理

3 継続監視箇所の事例について
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②構造物損傷（４）路面段差【継続監視】

明石市谷八木付近

管理用道路について、継続監視している （自転車道として兵庫県が占用・管理）

→管理者へ通知→補修済み

明石市谷八木付近

管理用道路排水不良

平成22年3月撮影

管理用道路陥没8.5㎝

明石市谷八木付近

平成22年2月撮影

明石市藤江付近

管理用道路損傷

平成22年2月撮影

自転車道として
兵庫県が占用・管理

3 継続監視箇所の事例について

継続監視
自転車道として

兵庫県が占用・管理
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4-1 竣工年度および構造形式(垂水工区)
施設構造物位置図

標準断面図

舞子海岸

舞子漁港

西垂水舞子海岸 塩屋東垂水海岸

塩屋漁港

塩屋海岸

構造種類別の竣工年度

養浜
離岸堤 護岸

※塗りつぶし：新設 網掛部：補修工事、改良工事あるいは災害復旧工事

S36年 第2室戸台風 S39年 台風20号
S40年 台風23号

H7年 兵庫県南部地震 H16年 台風16号・18号
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4-1 竣工年度および構造形式(明石東部工区)
施設構造物位置図

標準断面図

構造種類別の竣工年度

林崎漁港

新浜林海岸

明石港(西外港)

明石港(東外港)
大蔵海岸

養浜

離岸堤 護岸

※塗りつぶし：新設 網掛部：補修工事、改良工事あるいは災害復旧工事

S36年 第2室戸台風 S39年 台風20号
S40年 台風23号

H7年 兵庫県南部地震 H16年 台風16号・18号
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4-1 竣工年度および構造形式(明石西部工区)
施設構造物位置図

養浜離岸堤

護岸標準断面図

構造種類別の竣工年度 ※塗りつぶし：新設 網掛部：補修工事、改良工事あるいは災害復旧工事

S36年 第2室戸台風 S39年 台風20号
S40年 台風23号

H7年 兵庫県南部地震 H16年 台風16号・18号

－２０－



4-1 竣工年度および構造形式(播磨工区)
施設構造物位置図

養浜

護岸標準断面図

構造種類別の竣工年度 ※塗りつぶし：新設 網掛部：補修工事、改良工事あるいは災害復旧工事

江井ヶ島港

西島海岸
魚住漁港

魚住海岸

二見海岸
古宮漁港

古宮海岸

S36年 第2室戸台風 S39年 台風20号
S40年 台風23号

H7年 兵庫県南部地震 H16年 台風16号・18号

－２１－



地震名・台風名 概 要

平成7年1月
兵庫県南部地震

平成16年8月・9月
台風16号(T0416)
台風18号(T0418)

4-2 被災履歴

出典：気象庁HP (http://www.seisvol.kishou.go.jp/eq/index.html)

出典：気象庁
HP(http://www.data.jma.go.jp/obd/sta
ts/data/bosai/report)

震源地 震源の深さ 地震の規模
主要な観測位置
における震度

北緯34.6度
東経135度

16km M7.3
神戸：震度6～7
姫路：震度4

台風経路図(T0416) 台風経路図(T0418)

台風名 最低気圧 最大風速

台風16号
(T0416)

987.5hPa 16.0m/sec

台風18号
(T0418)

993.1hPa 16.1m/sec

台風名 最高潮位
最大有義
波高 H1/3

最大有義波
周期 T1/3

台風16号
(T0416)

T.P.+1.81m 3.94m 6.6sec

台風18号
(T0418)

T.P.+1.73m 2.62m＊ 5.3sec＊

参考）神戸における気象観測値(気象庁)

江井ヶ島観測所における潮位・波浪観測値(国交省)

工区名
計画高
潮 位

朔望平均
潮 位

潮位偏差
計画波浪

波高 H0 周期 T0

垂水
明石東部

T.P.+2.8m T.P.+0.6m 2.2m 4.6m 8.0sec

明石西部
播磨

T.P.+2.8m T.P.+0.6m 2.2m 3.4m 6.8sec

震度分布図
気象庁による観測値等

東播海岸の設計条件

＊観測データの一部に欠測あり

■東播海岸に被害をもたらした地震・台風(H7年～)

－２２－



4-2  被災履歴(垂水工区)

舞子海岸

舞子漁港

西垂水舞子海岸

塩屋東垂水海岸

塩屋漁港

塩屋海岸

護岸の損傷護岸の損傷
((護岸天端の沈下護岸天端の沈下1010～～20cm)20cm) 護岸の損傷護岸の損傷((段差段差))護岸の損傷護岸の損傷((目地の開き目地の開き))

養浜・突堤・防護柵の損傷養浜・突堤・防護柵の損傷

【被災施設の竣工年度】
S40

S45

S50

S55

S60

H02

H07

H12

H17

垂1
2

3
4

5
6

7

8
9

10

S56

S43
S45

H09
H09

H08 H09

S42
S44

10

９
８

７
６ ５

４
３

２ 1

－２３－



4-2 被災履歴(明石東部工区)

S40

S45

S50

S55

S60

H02

H07

H12

【被災施設の竣工年度】

林崎漁港

新浜林海岸

明石港(西外港)

明石港(東外港)
大蔵海岸

明東123
4

護岸の損傷護岸の損傷
((護岸天端の沈下護岸天端の沈下1010～～40cm)40cm)

護岸の損傷護岸の損傷
((護岸天端の沈下護岸天端の沈下1010～～30cm)30cm)

養浜部の洗掘養浜部の洗掘((台風台風1616号号))

養浜部の洗掘養浜部の洗掘((台風台風1818号号))

突堤の損傷突堤の損傷((階段下の隙間階段下の隙間))

突堤の損傷突堤の損傷((段差段差))

S42
S44

H08 H09

1２

３
４

－２４－



4-2 被災履歴(明石西部工区)

松江海岸松江漁港
藤江海岸藤江漁港大久保海岸

江井ヶ島港

明西12
3

456
78

9
101112131415

16
17

18
19

20

21

22

23
24

被覆石の崩れ被覆石の崩れマンホール蓋の吹き飛びマンホール蓋の吹き飛び

バリケードの設置バリケードの設置

被覆石の乱れ被覆石の乱れ

護岸の損傷護岸の損傷
((護岸天端の沈下護岸天端の沈下5cm)5cm)

護岸の損傷護岸の損傷
((護岸天端の亀裂護岸天端の亀裂))

S40

S45

S50

S55

S60

H02

H07

H12

H17

H02 H01

S47

S41

H08 H08

H13
H11H12 H11

S59 S59
S61 S61

S63 S62 S62

S58 S58 S58 S58 S58

S59 S59

【被災施設の竣工年度】

2 １34569

8 7

10
11121314

15161718

19

2021

22

23
24

－２５－



磯浜

砂（礫）浜

レキ浜

播磨工区 明石西部工区

エコ・コースト事業区間

いきいき・海の子・
浜づくり事業区間

谷
八
木
川

江井ヶ島漁港

魚住漁港

林崎漁港

松江漁港

藤江漁港

磯浜整備 礫浜を基調とした整備

砂浜を基調とした整備

砂浜

■養浜整備事業概要

4-3 養浜内の埋設管設置状況と対策状況

※直轄整備区間

播磨灘

－２６－



いきいき・海の子・浜づくり事業

近くにある少年自然の家と連携し、自然環境学習の場としなるよう多様な渚環境を整備したものです。

エコ・コースト事業

昭和５７年度から人工の砂浜を整備したところ、昭和６１年度以後、アカウミガメが産卵に来るようになりました。
このため、平成８年度からエコ・コースト事業として整備することとなり、 砂浜や石浜など自然環境に配慮した人

工海浜と突堤を組み合わせて整備を進めています。

海岸線の出入りが多く、潮の
流れにより侵食されやすい
ためレキが主体となった。

背後が崖で、人家や夜間の照明が少
なく静かであり、ｱｱかウミガメの上陸、
産卵に適しているため砂浜となった。

事業期間：H8年度～

事業期間：H9年度～平成11年度

－２７－



海砂（0.2～２mm）

レキ（5～10mm）

後
浜

前
浜

5.0m

1:10

▽ T.P.+2.5
▽ T.P.+2.0▽ T.P.+1.1

1:10

1:10

16.2m 20.0m

磯浜

砂浜

レキ浜

明石市大久保町西島地先

明石市林崎地先

砂（礫）浜

明石市大久保町八木地先

明石市大久保町江井島地先

25.0m

1:10

後浜
前浜

▽ T.P.+2.5

海砂（0.2～２mm）

▽ T.P.+2.5

25.0m

上礫（2～5kg/個）

玉石（50～100mm）

基礎捨石（10～200kg/個）

▽ T.P.+2.5

25.0m

捨石（3t程度）
上礫（2～5kg/個）

玉石（50～100mm）

基礎捨石（10～200kg/個）

主たる養浜構造

※東播海岸では、砂浜を基本として整備していますが、地形・利用状況等を加味して試行錯誤し、結果多様な養浜構造となっています。
－２８－



養浜部の巡視状況

■各施設毎の要注意箇所

■各施設毎の点検状況

■巡視ルート

巡視ルート

－２９－



魚住１２７ 魚住１２６ 江井ヶ島１２５ 江井ヶ島１２４ 江井ヶ島１２３ 江井ヶ島１２２ａ ｂ ｃ ｄ 江井ヶ島１２１江井ヶ島１２０ ａ ｂ ａ Ａ ｂ ｃ Ｃ Ｄ ｄ 江井ヶ島１１９

ａ ｂ 江井ヶ島１１８ 江井ヶ島１１４ 江井ヶ島１１３ 江井ヶ島１１２ 江井ヶ島１０７ 江井ヶ島１０６ 江井ヶ島１０４ 江井ヶ島１０３

養浜６ 養浜７

八木１００ 八木９９ 八木９８ 八木９７ 八木９６ 八木９５ 八木９４ 八木９３ 八木９２ 八木９１ 八木９０ 八木８９

養浜８－５ 養浜９ 養浜１０

八木８８ 八木８７ 八木８６ ａ ｂ ｃ 八木８５ 八木８４ 八木８３

藤江８１ 藤江８０－１ 藤江８０ 藤江７９ 明西６ 藤江７８ 藤江７７ 藤江７６ 藤江７５

養浜１２ 養浜１３ 養浜１４ 養浜１５

西松江６９ 西松江６８ 西松江６７ 西松江６６ 明西３ 西松江６５

藤江７２
藤江７３

養浜１６ 養浜１７ 養浜１8

東松江６４ 東松江６３ 東松江６２

流末不明

養浜１９ 養浜２０ 養浜２１

突堤

凡例

突堤

突堤 突堤

突堤 突堤 突堤

突堤 突堤

突堤

突堤 突堤 突堤

突堤 突堤

突堤

突堤 突堤

突堤 突堤

突堤

突堤 突堤 突堤 突堤 突堤 突堤

突堤

突堤

突堤 突堤 突堤

防
波
堤

突堤 突堤 突堤

防波堤

赤
根
川

魚
住
漁
港

八
木
船
揚
場

江
井
ヶ
島
漁
港

八
木
船
揚
場

谷
八
木
川

谷
八
木
川

藤
江
川

藤
江
漁
港

松
江
漁
港

松
江
漁
港

林
崎
漁
港

レキ浜・レキ置き換え

砂浜

ボックスカルバート

ヒューム管

階段護岸

異常発見箇所
（H16～H20）

養浜１ 養浜２ 養浜３ 養浜４

養浜８－３

養浜5

養浜８－２養浜８－１養浜８

養浜８－４

養浜１１－５養浜１１

江
井
ヶ
島
漁
港

藤
江
漁
港

症状が軽微
（巡視等で復旧）

症状が拡大する恐
れがある。

※H13年事故対策（H14～H16）後養浜内の埋設管敷設状況と異常発見箇所

①H17.4.28
③H21.12.26

⑤H18.5.1３ ⑥H16.7.23

⑦H16.5.19

⑧H16.5.15

⑩H19.12.10

⑫H19.１.1６

⑪H17.2.17

⑬H20.4.23

②H21.9.30

④H18.7.4

⑨H16.5.15

凡例

レキ浜・レキ置き換え

砂浜

ボックスカルバート

ヒューム管

異常発見箇所
（H16～H21）

症状が軽微
（巡視等で復旧）

症状が拡大する恐
れがある。

－３０－



【人孔】

【暗渠】

・人孔構造物周辺でゆるみを確認

・人孔構造物周辺で陥没を確認

・１ｍ下層以下を砕石に置き換え

・繋ぎ目をｺﾝｸﾘｰﾄで巻立て・１ｍ
下層以下を砕石に置き換え

・１ｍ下層以下を砕石に置き換え

○大蔵海岸での事故以降の点検により発見された異常箇所は対策工事（H14～H16）を実施。

○しかしながら、新たな箇所で、構造物（暗渠、桝、突堤等）周辺において、ゆるみ・陥没等が報告された。
○それを受けて、平成20・21年度で養浜内の確認されている暗渠、突堤周辺の改良工事を実施した。

1m以内（砂）1m以内（砂）1m以内（砂）

1m以内（砂）1m以内（砂）1m以内（砂）

・突堤部は全層粒調砕石に置き換え

砂から砕石に置き換え

【突堤】

・ケーソン継ぎ目（捨石隙間）で
ゆるみを確認。

・ケーソン継ぎ
目（捨石隙間）
から砂の吸出

・管渠接合部
の隙間からの
吸出

・管渠接合部
の隙間の転圧
不足

異常箇所と対策状況

① ⑨ ⑩

④ ⑧

⑤ ⑪ ⑫ ⑬

対策前 対策工法 対策後

－３１－



養浜内の埋設管設置状況と対策状況（現況）

魚住１２７ 魚住１２６ 江井ヶ島１２５ 江井ヶ島１２４ 江井ヶ島１２３ 江井ヶ島１２２ａ ｂ ｃ ｄ 江井ヶ島１２１江井ヶ島１２０ ａ ｂ ａ Ａ ｂ ｃ Ｃ Ｄ ｄ 江井ヶ島１１９

ａ ｂ 江井ヶ島１１８ 江井ヶ島１１４ 江井ヶ島１１３ 江井ヶ島１１２ 江井ヶ島１０７ 江井ヶ島１０６ 江井ヶ島１０４ 江井ヶ島１０３

養浜６ 養浜７

八木１００ 八木９９ 八木９８ 八木９７ 八木９６ 八木９５ 八木９４ 八木９３ 八木９２ 八木９１ 八木９０ 八木８９

養浜８－５ 養浜９ 養浜１０

八木８８ 八木８７ 八木８６ ａ ｂ ｃ 八木８５ 八木８４ 八木８３

藤江８１ 藤江８０－１ 藤江８０ 藤江７９ 明西６ 藤江７８ 藤江７７ 藤江７６ 藤江７５

養浜１２ 養浜１３ 養浜１４ 養浜１５

西松江６９ 西松江６８ 西松江６７ 西松江６６ 明西３ 西松江６５

藤江７２
藤江７３

養浜１６ 養浜１７ 養浜１8

東松江６４ 東松江６３ 東松江６２

流末不明

養浜１９ 養浜２０ 養浜２１

突堤

凡例

突堤

突堤 突堤

突堤 突堤 突堤

突堤 突堤

突堤

突堤 突堤 突堤

突堤 突堤

突堤

突堤 突堤

突堤 突堤

突堤

突堤 突堤 突堤 突堤 突堤 突堤

突堤

突堤

突堤 突堤 突堤

防
波
堤

突堤 突堤 突堤

防波堤

赤
根
川

魚
住
漁
港

八
木
船
揚
場

江
井
ヶ
島
漁
港

八
木
船
揚
場

谷
八
木
川

谷
八
木
川

藤
江
川

藤
江
漁
港

松
江
漁
港

松
江
漁
港

林
崎
漁
港

レキ浜・レキ置き換え

砂浜

ボックスカルバート

ヒューム管

階段護岸

異常発見箇所
（H22～　　）

養浜１ 養浜２ 養浜３ 養浜４

養浜８－３

養浜5

養浜８－２養浜８－１養浜８

養浜８－４

養浜１１－５養浜１１

江
井
ヶ
島
漁
港

藤
江
漁
港

症状が軽微
（巡視等で復旧）

症状が拡大する恐
れがある。

P30の異常箇所及び類似
箇所について、H20・21年
度に改良工事を実施。

その後については異常
（●）が発見されていない。
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養浜区間経過状況
播磨・明石西部工区養浜経過 ・巡視点検 ・対策工事

　　　異常報告（継続監視） 　　　　全面改良（埋設管等周辺） 巡視等点検結果

　　　異常報告無し期間 　　陥没・くぼみ
　ゆるみ

後浜構造
前浜構造 Ｈ１７ Ｈ１８ Ｈ１９ Ｈ２０ Ｈ２１ Ｈ２２

砂 H14養浜工事
レキ 後浜改良
砂 H15養浜工事
砂 後浜改良
砂 H15養浜工事

レキ 後浜改良
砂 H15養浜工事

レキ 後浜改良
砂 H16養浜工事

レキ 後浜改良
砂 養浜工事
砂 突堤際改良
砂 養浜工事
砂 突堤・階段護岸際改良
砂 H15養浜工事

レキ 後浜改良
レキ
レキ
レキ
レキ
砂 養浜工事

レキ 対策工法
砂 養浜工事

レキ 対策工法
砂 養浜工事
砂 対策工法
砂 養浜工事
砂 埋設管改良
砂 養浜工事
砂 埋設管改良
砂 H15養浜工事

レキ 護岸・突堤際改良
レキ
レキ
砂 H16養浜工事 養浜工事
砂 突堤・排水路切替 埋設管改良
砂 H15養浜工事 養浜工事
砂 突堤・排水路切替 埋設管改良
砂
砂
砂
砂
砂 H16養浜工事 養浜工事
砂 桝際改良 埋設管改良
砂 養浜工事
砂 埋設管改良
砂 H16養浜工事 養浜工事
砂 突堤際改良 埋設管改良
砂 H16養浜工事 養浜工事
砂 突堤際改良 埋設管改良
砂 養浜工事
砂 埋設管改良
砂
砂

※直轄で巡視点検を実施している箇所を整理

年度

養浜２０

養浜２１

養浜１２

養浜１３

養浜１４

養浜１５

養浜９

養浜１０

大久保町谷八木

藤江

松江

対策工事

林崎

養浜１６

養浜１７

養浜１８

養浜１９

養浜１１

養浜１1-２

養浜８－４

養浜８－５

養浜４

養浜５

養浜８－３

大久保町江井島

養浜７

養浜８

養浜８－１

養浜８－２

養浜６

大久保町八木

明
石
西
部
工
区

工区 地先 養浜番号

播
磨
工
区

魚住町中尾

大久保町西島

養浜１

養浜２

養浜３

H5.10

H3.11

H1.9

H1.9

竣工年度

H3.11

H6.8

H6.8

H12.9

H14.10

H16.10

H19.8

H18.11

H20.11

H13.10

H1.9

S62.10

H12.9

H14.10

S69.9

H13.10

　　　　一部改良
　　　　新規工事（対策工法）

S63.9

S61.9

S59.10

S60.9

H2.6

H2.6

S60.10

－３３－



播磨工区 明石西部工区 明石東部工区 垂水工区

4-4 東播海岸におけるCCTVカメラの設置について

H16台風による高波に
よる被害（JR不通）

重要水防箇所

ＣＣTVカメラ設置箇所

高潮・越波襲来時には巡視は危険なため、CCTVカメラにより速やかな対応（現地確

認、初動対応、陸閘操作等）をおこなう。また、あわせて日常の海岸保全施設の管理
の補助的な役割を担っている。東播海岸は地域の特性により４工区に分かれている
ため、各工区毎に海岸保全施設が整備途上（重要水防箇所・過去の被災箇所）区間
を中心に監視することを目的にＨ２２年度に３基設置する。（播磨工区は事業完了）

ＣＣＴＶカメラ設置目的

ＣＣＴＶカメラ設置予定箇所（H22年度）

①垂水工区：塩屋東 高波被害あり（H16台風高波によりJRが不通）

②明石東部・垂水工区：大蔵 重要水防箇所
③明石西部工区：松江 重要水防箇所

③

②

①

凡 例

CCTVｶﾒﾗ
設置ｲﾒｰｼﾞ

－３４－


